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令和３年度 山口県学力定着状況確認問題〔問題例〕 
 
 
 小学校国語  第５・６学年 各２０問 
 
【第６学年】 
目的や意図に応じて，詳しく書くことができる。 
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【正答例】 

 だからこそ、家族とＳＮＳの使い方について話し合うことが大切です。あらかじ

め決めた約束を守ってＳＮＳを使うと便利なものになるものの、約束を守らずに使

うと危険なものにもなる可能性があります。  
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 小学校算数  第５・６学年 各２０問 
 
【第５学年】 
 除法を用いて色紙の中に 30 個の正方形をかくことができない理由を，言葉や式を用
いて説明することができる。 

 

 

 

 

 

 

【正答例】 
 色紙の横の長さは，３５ｃｍです。正方形の一辺の長さが８ｃｍなので，
３５÷８＝４あまり３で，正方形は横に４個ならべることができます。 
 よって，正方形はたてに７個，横に４個ならべることができるので， 
７×４＝２８で，２８個しか切り取ることができません。 
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 小学校理科  第５学年 ２０問 
 
【第５学年】 
目的に応じて実験の条件を設定することができる。 

 

 

 

 

【正答】 ウ 
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 中学校国語  第１・２学年 各２５問 
 
【第１学年】 

 理由を明確にして自分の考えをもち，話し合いをする。 

 

 

 

 

【正答例】 

 引用「たくさんの野菜を食べられて，残食も減る」 

 理由 中学生の中には野菜が苦手な人が多いので，おいしくたくさん食べられる

というのはとても良いことだと思うし，残食が減ることは，調理員さんにとっても

嬉しいことだと思うからです。  



6 

  

 中学校数学  第１・２学年 各２５問 
 
【第２学年】 
 判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答例】  

運動時間が 40 分未満の累積度数について，提案する前は 55 だが，提案した後は 38

になっているので，運動時間が 40 分未満の人数が少なくなったといえる。 
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 中学校理科  第２学年 ２５問 
 
【第２学年】 
 消化液に含まれ，決まった物質を分解するものの名称を理解している。 
   

 

 

 

 

 

 

 

【正答】 消化酵素 
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 中学校英語  第２学年 ２５問 
 
【第２学年】 
 日常的な話題に関するまとまりのある英語を読んで，把握した内容についての質問に
対して，適切に応じることができる。（適切さ）（正確さ） 

 

 

 

 

【正答例】  

I am going to play basketball at school.  I am not a good player, so I 

want to practice it.(20 words)  

 

（「適切さ」は英文の内容，「正確さ」は英文の正確性で評価します。）  

 


